
雨滴粒径分析装置

装置本体型式 ＲＡＬ１０２－２

検出部型式 ＡＭＤ１０－２

← 装置本体

検出部

（投受光部）→

◆概 要

雨滴通過時の投影サイズをＣＣＤラインセンサから検出し雨滴直径を測定し、ヒスト

グラム化したデータを一定時間毎にＰＣ等に出力する装置です。

◆特 徴

○ 検出器から装置本体への入力信号はＲＳ－４２２インターフェースにより長距離

伝送が可能で、装置本体・ＰＣ等から離して設置できます。

○ 検出部には雨滴の跳ね返り防止マットを使用し、地面にバウンドし跳ね返った雨

滴が測定に影響を及ぼさないように配慮しています。

○ 雨滴分析データを受信する為のサンプルプログラムを用意しております。

○ 装置電源はＡＣ１００ＶとＤＣ１２Ｖを用意しており、どちらか一方で使用可能

です。



◆仕 様

測定項目 雨滴直径

精度 ０．１ｍｍ

検出方法 イメージセンサ－方式

ＣＣＤラインセンサ－

イメージセンサ－ 画素数 １０２４

分解能 １４μｍ

画像入力 駆動回路 マスタークロック周期 １０ＭＨｚ

走査時間 １２８μｓｅｃ

信号変換 イメージセンサ－信号をＴＴＬ化後

ＲＳ－４２２信号に変換

max伝送距離 ７０ｍ

画像処理 処理プロセッサ－ ＴＭＰＺ８４Ｃ０１５( 上位互換品)Z80
信号処理 ハードウェア カウンタ方式

通信方式 ＲＳ－２３２Ｃ 非同期式

通信速度 ９６００ｂｐｓ

ＰＣ通信 キャラクタ－長 ８ビット

データ長 スタートビット １ビット

ストップビット ２ビット

パリティ－ビット ＮＯＮＥ

ＰＣ等へのデータ転送時間設定

設定 インターバル ディジタルスイッチによる

設定範囲 ０．５～９９９ｓｅｃ

雨滴の直径を０．１ｍｍ単位で分類した時の

表示 チャンネルＮＯ チャンネルＮＯ

チャンネル数 ２５５ＣＨ

エラー ランプ切れエラーで点灯

ＩＮＰＵＴ 検出部雨滴データケーブルを接続

入出力信号 ＬＡＭＰ 検出部ランプケーブルを接続

ＯＵＴＰＵＴ 測定データ転送用（ＲＳ－２３２Ｃ）

モニター ＴＴＬ化したイメージセンサ－ビデオ信号

装置寸法 装置本体 ( ) ( ) ( )430 W * 150 H * 280 D
一般仕様 検出部 外形 ( ) ( ) ( )1200 W * 400 H * 400 D

開口部 ( ) ( )300 W * 40 H
所要電源 ＡＣ１００Ｖ ± １０％ ０．５Ａ

ＤＣ１２Ｖ ± １０％ ２Ａ

検出部雨滴データケーブル １５ｍ

検出部ランプケーブル １５ｍ

付属品 データ転送用ケーブル ４ｍ

ＡＣ１００Ｖケーブル ２ｍ（３極接地Ｐ付）

ＤＣ１２Ｖケーブル ２ｍ

ＰＣ受信サンプルプログラム（取扱説明書に記載）
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